
11月の脳トレ ／ 冬のはじまりの俳句 お名前

11月のなぞり書き その1

うすい字をなぞって、俳句を書きましょう。

1

松
尾
芭
蕉

初
し
ぐ
れ

猿
も
小
蓑
を

ほ
し
げ
な
り

初しぐれ　猿も小蓑を　ほしげなり
はつしぐれ　さるもこみのを　ほしげなり

うすい字をなぞってから、左のマスに書き写します。

シニアのプリント広場



11月の脳トレ ／ 冬のはじまりの俳句 お名前

11月のなぞり書き その2

うすい字をなぞって、俳句を書きましょう。

2

与
謝
蕪
村

斧
入
れ
て

香
に
お
ど
ろ
く
や

冬
木
立

斧入れて　香におどろくや　冬木立
おのいれて　かにおどろくや　ふゆこだち

うすい字をなぞってから、左のマスに書き写します。

シニアのプリント広場



11月の脳トレ ／ 冬のはじまりの俳句 お名前

11月のなぞり書き その3

うすい字をなぞって、俳句を書きましょう。

3

池
西
言
水

凩
の

果
は
あ
り
け
り

海
の
音

凩の　果はありけり　海の音
こがらしの　はてはありけり　うみのおと

うすい字をなぞってから、左のマスに書き写します。

シニアのプリント広場



11月の脳トレ ／ 冬のはじまりの俳句 お名前

11月のなぞり書き 意味

俳句の読み方と、季語・意味です。声に出して読みましょう。

1 初しぐれ　猿も小蓑を　ほしげなり 松尾芭蕉

読み方　はつしぐれ　さるもこみのを　ほしげなり

季語　初しぐれ（冬）

意味　冬のはじめの冷たい雨。猿も小さな蓑をほしそうにして
いる。

2 斧入れて　香におどろくや　冬木立 与謝蕪村

読み方　おのいれて　かにおどろくや　ふゆこだち

季語　冬木立（冬）

意味　枯れたような冬の木に斧を入れたら、生きた木のよいか
おりがして、おどろいた。

3 凩の　果はありけり　海の音 池西言水

読み方　こがらしの　はてはありけり　うみのおと

季語　凩（冬）

意味　吹きすさぶ木枯らしにも行き着く先があった。それは海
の音だ。

読み方は、いまのかなづかいで書いています。

シニアのプリント広場


